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はじめに

　BIM・FM 研究部会は2015 年4 月に『ファシリティ

マネジャーのためのBIM 活用ガイドブック』を発行し

た。FM とBIM との関係、FM でBIM を活用すること

のメリットや可能性について、国内外の事例を交えて

分かりやすく説明している。ファシリティマネジャーに

とってのBIM 入門書である。

BIM-FM ガイドライン

　FM には建物のデジタル情報が不可欠である。BIM

モデルはFM に有効なデジタル情報を数多く含んで

いる。しかし建物の生産段階で作成されたBIM モデ

ルが、そのままFM で利用できるわけではない。FM で

BIM を活用するためにはBIM モデルを作る側と使う側

で、以下の項目について合意しておく必要がある。

・ BIM モデルに含まれている項目

・ BIM モデルの詳細度

・ BIM モデル作成に必要な維持管理者が提供す

   べき情報

・ データ引渡の時期

　これらの合意のベースとなるひな形が必要である。

現在、ひな型はなく、データ引渡の標準がない状態と

いえる。JFMA のBIM・FM 研究部会では、ひな形とな

る「FM でのBIM 活用ガイドライン」を作成中である。

BIM が活用できるFM 分野

　多岐にわたるFM 業務の中でBIM モデルによる情

報が活用できると思われる分野をあげる。BIM モデ

ルの活用場面を想定することで、有効性をより具体的

に示したいと考えている。

‒ 区画、面積の管理

　専用部分と共用部分の区分け、賃貸面積の管理、

利用用途による区分、工事区分、防火区画など空間を

さまざまな観点から管理するための利用。

‒ 突発的な故障への対応

　故障原因の究明、影響範囲の確認、修理計画の策

定などでの利用。複数の図面やリストを参照しなけれ

ば正確な情報を入手できず対応に時間がかかってい

ることを、BIM モデルを利用することで迅速に対応で

きるようになる。

‒ 修繕更新計画

　更新周期や耐用年数とBIM モデルにより修繕更新

計画を視覚的に表現できる。資産価値の算定や工事

範囲や影響の確認など実施案作成にも役立つ。

‒ 台帳の元データとしての利用

　台帳で管理の初期データをBIM モデルから提供す

ることで効率化するための利用。

建物の価値を高める情報

　Google MAP などの地図情報サービスの利用状況

を考えると、建物情報の潜在的価値が想像できる。さま

ざまなシステムと建物情報を連携させることで、新たな

サービスや情報提供が可能となり、建物利用者の利便

性が向上する。結果的にはそれが建物の価値を高め

ることにつながる。FM システムやBIM による建物デジ

タル情報が、建物の価値を高めることになる。

FMで利用しているBIMモデル
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